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(「)

問
題

の
所
在

『法
華
経
』

の
注
釈
書
は
、
中
国
の
階
唐

の
時
代
に
、
仏
教
学
者
た

ち
に
よ
っ
て
著
作
さ
れ
て
い
る
。
智
顎

の

『法
華
玄
義
』
(二
十
巻
)
『法

華
文
句
』

(二
十
巻
)、
吉
蔵

の

『法
華
義
疏
』
(十
二
巻
)
『法
華
玄
論
』

(十
巻
)
『法
華
遊
意
』
(
一
巻
)
、
そ
し
て
窺
基

の

『妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』

(十
巻
)
な
ど
で
あ
る
。
弘
法
大
師
空
海
は
こ
れ
ら
を
十
分
に
読
ん
で
生

か
す
べ
き
も

の
は
い
か
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
空
海
が
最
も
注
意
し

て
い
る
の
は
中
国
の
学
者
た
ち
の
仏
陀
観
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
お
も
に

「序
品
」

の
教
主
成
就

の
部
分
と

「如
来
寿
量
品
」
の
部
分
と
に
ま
と

め
て
説
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
智
顕

の
場
合
は
い
ろ
い
ろ
説
か
れ
て

必
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
仏
果
報
身
を
重
視
し
て
い
な
が
ら
、

三
身
の
上
に
特
別
な
仏
身
を
置

い
て

『法
華
経
』
の
教
主
と
し
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。
次
に
吉
蔵
の
場
合
は
、
大
乗
は
み
な
平
等

で
あ
る

と
い
う
基
本

に
立
っ
て
お
り
、
し
か
も
法
身
の
常
住
を
し
ぼ
し
ぼ
説
い

て
い
る
。
そ
し
て

『法
華
経
』
の
教
主
も
法
身
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。
こ
れ
は
空
海
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
ま
ぎ
ら

わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

空
海
の
教
学
で
は
、真
言
教
主
大
日
如
来
だ
け
が
法
身
な
の
で
あ
っ
て
、

他
の

一
切
の
諸
尊
は
法
身

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

『法
華

経
』
の
教
主
を
法
身
と
断
定
す
る
考
え
か
た
は
、
空
海
に
と
っ
て
は
許

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
空
海
は

『辮
顕
密
二
教
論
』
で

『榜
伽
経
』
の

　ユ
　

文
を
引
用
し

つ
つ

「こ
の
文
に
よ
ら
ば
法
華
経

は
こ
れ
応
化
仏
の
所
説

な
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
。
応
化

の
声
聞
等

の
た
め
に
仏
、
記
前

を
授
け
た
も
う
が
ゆ
え
に
。
あ
る
者
、
法
身
の
説
と
談
ず
。
甚
だ
認
岡

な
る
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う
あ

る
者
と
は
吉
蔵
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
空
海
が
最
も
参
考
に
し
て
い
る
の
は

窺
基
の

『妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
で
あ
る
と
思
う
。
以
下
に
そ
の
理
由
を

挙
げ
よ
う
。

口

『
玄
賛

』

の
仏
陀
観

　　
　

先
ず
巻
第

一

(本
)
に

「故
に
下
の
経
に
云
く
、
汝
す
で
に
磐
勲
に

三
請
す
。
吾
れ
今
豊
に
説
か
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
安
楽
行
品
中
、
文
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殊
請
を
発
す
。
世
尊
広
く
四

つ
の
安
楽
行
を
説
く
。
寿
量
品
中
亦
復
か

く
の
如
し
。
弥
勒
三
請
す
。
仏
言
く
汝
等
如
来
の
誠
諦
の
語
を
信
解
す

べ
し
。
三
遍
信
を
勧
む
。
方
に
身

の
真
応
を
説
い
て
故
に
請
に
酬

い
ん

が
た
め
に
こ
の
法
華
を
説
く
。」

　ヨ

次
に
同
じ
巻
第

一

(本
)
の
教
主
を
説
く
段
で
、
「問
う
、
此

の
三
身

中
、
何

の
身

の
摂
す
る
所
な
り
や
。
答
う
、
処
に
准
じ
、
…機
に
准
じ
、

声
聞
に
応
じ
て
化
仏
と
為
る
。
文
に
准
じ
器
に
准
じ
、
菩
薩
を
教
う
れ

ぼ
即
ち
報

・
化
に
通
じ
、
王
城

・
鷲
嶺
、
劫
尽
火
焼
、
驚
子
、
経
を
聞

け
ば
即
ち
化
仏
な
り
。
我
土
安
隠

・寿
量
長
遠

・文
殊
が
中
に
在
れ
ば
、

即
ち
報
身
な
り
。
応
化
は
真
仏

に
あ
ら
ず
、
亦
た
説
法
者

に
あ
ら
ず

(こ
れ
は
世
親

の
説
な
り
1
筆
者
注
ー
)
推
レ功
帰
レ本
す
れ
ば
即
ち
法
身
な

り
。
称
讃
大
乗
功
徳
経
は
法
界
蔵
に
住
し
て
法
身
の
説
明
を
明
か
す
。

仏
地
経
等
宝
華
王
十
八
円
満
に
住
し
て
、
報
身

の
説
な
り
。
此

の
経

(法
華
経
を
指
す
。
ー
筆
者
注
1
)
王
城
の
跡
、
即
ち
化
仏

の
説
な
り
。
理

に
拠
り
て
言
わ
ば
実
に
三
仏
に
通
ず
。
物
に
応
じ
て
身
を
現
ず
る
こ
と

定
ん
で

一
に
あ
ら
ず
。
故
に
榜
伽
経
の
中
に
三
つ
の
仏
身
の
説
法
各
別

な
る
こ
と
を
説
く
。
皆
法
を
説
く
ゆ
え
に
。」

以
上
の
う
ち
第

一
の
文
で
は
、
法
華
経
の
安
楽
行
品
は
文
殊
の
請
に

よ
っ
て
、
寿
量
品
は
弥
勒

の
請

い
に
よ
っ
て
仏
が
説
法
す
る
の
で
あ
る

か
ら
法
華
の
教
主
は
報
身
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
二

文
の
教
主
に

つ
い
て
は
窺
基
は
樗
伽
経
の
法
報
応

の
三
身
に
そ
れ
ぞ
れ

説
法
の
あ
る
と
い
う
所
説
を
認
め
た
う
え
で
、
法
華

の
教
主
も
三
仏
に

通
じ
る
と
し
て
い
る
。
で
は
窺
基
は
法
華
の
教
主

は
ど
の
身
だ
と

い
う

の
か
。
こ
の
二
つ
の
教
主
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次

に
挙
げ
る
寿
量
品

の

仏
身
観
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
非
常
に
興
味
深

い
。

そ
こ
で
次
に
寿
量
品
の
解
釈
に
入
っ
て
、
窺
基

は
、
世
親
の

『法
華
・

論
』
を
基
礎
に
置
き
な
が
ら
、
多
く
の
経
論
の
仏
身
論
を
引
用
し
、
窺

基
の
独
自

の
整
理
と
分
類
を
加
え
て
、
『法
華
経
』
の
教
主
を
定

め
よ

う
と
試
み
て
い
る
。

　
　
　

ま
ず

『経
』
の
秘
密
神
通
力
を
釈
し
て

「秘
密
と
は
法

・
報
の
二
身

は
深
妙
の
体
の
故
に
。神
通
と
は
化
身
が
物
に
応

じ
て
現
ず
る
が
故
に
。

仏
が
蔵
護
し
給
う
所
を
秘
と
名
く
。
義
深
く
解
し
難
き
を
密
と
名
く
。

妙
用
、
方
な
き
を
神
と
日
う
。
体
、
障
擁
な
き
を
通
と
名
く
。
此

の
二

体
の
威
勢
、
屈
し
難
き
故
に
名
け
て
力
と
為
す
」

こ
の
文
に
よ
れ
ば
窺
基
は
法
身
と
報
身
と
を
秘
密

の
身

で
、
そ
の
体

は
深
妙
で
あ
る
と
し
、

一
方
の
化
身
は
神
通
と
形
容
し
て
、
法
報

の
二

身
と
化
身
と
の
間
を
俊
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

次
に
経
の
三
菩
提
を
釈
し
て
応
化
菩
提

・
報
仏
菩
提

・
法
仏
菩
提
と

　ら
　

し
、
第

一
を
釈
尊

の
成
道
、
第

二
を

「十
地
の
行
を
満
足
し
常
浬
藥
を

得
る
。
経
の
如
く
、
善
男
子
よ
わ
れ
実
に
仏
を
成

じ
て
こ
の
か
た
、
毎

量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫

の
故
に
」
が
こ
れ
に
相
当
し
、
第
三
の
法

仏
菩
提
と
は
謂
く
如
来
蔵
性
浄
浬
藥
に
し
て
常
恒

に
清
浄
不
変
な
り
、

と

い
う
。
こ
の
部
分
は
世
親
の

『法
華
論
』
を
そ

の
ま
ま
引
用
し
た
も
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の
で
、
全
同

で
あ
る
。
た
だ
二
本
あ
る

『法
華
論
』

の

一
本
で
世
親
が

応
仏
の
菩
提
と
述
べ
て
い
る
の
を

『玄
賛
』
で
は
応
化

の
菩
提
と
書
き

か
え
て
い
る
の
が
異
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
世
親
の
法
仏

は
如
来
蔵
性

で
あ
る
。
常
恒
に
清
浄
不
変
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
真
理
そ
の
も

の
を

い
う
の
で
あ
り
、
仏
性
と
か
真
如
と
か
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
六
大
法
界
体
性
を
具
備
し
四
曼

・
三
密

の
相
用
を
そ

な
え
た
具
体
的
な
仏
身

で
は
な
い
。
『玄
賛
』
で
は
こ
の
世
親

の
三
身

説
を

一
応
受

け
止
め
な
が
ら
、
こ
の
あ
と
つ
づ
け
て
窺
基

の
独
特

の
三

身
説
を
展
開

す
る
。

「仏
身
の
増
減
は
諸
教
同
じ
か
ら
ず
。
或

い
は
総
じ
て

一
仏
宝
と
名

づ
け
、
或
い
は
分
別
し
て
二
と
な
す
。」
と
い
い
、
『仏
地
論
』
の
説
を

挙
げ
る
。
こ
れ
は
生
身
と
法
身

の
二
身
説
で
、
法
身
と
実
報
身
と
を
皆

法
身
と
名
づ
け
、
他
報

・
化
身
を
生
身
と
名
つ
く
。
次
に

『般
若
論
』

の
二
身
説
を
挙
げ
る
。
真
仏
と
非
真
仏
で
真
仏
は
法
身
、
非
真
仏
は
報
・

応

の
二
身
で
あ
る
。
次
に
四
種
身
を
説
く

『榜
伽
経
』
を
挙
げ
る
。
応

化
仏
、
功
徳
仏
、
智
慧
仏
、
如
如
仏
で
、
初
め
の
応
化
仏

は
化
身

で
、

中

の
二
つ
は
報
身
で
、
最
後
の
如
如
仏
が
法
身
で
あ
る
。

次
に

『金
光
明
経
』
所
説
の
四
種
身
を
挙
げ
る
。
こ
の
経
は
法
応
化

の
三
身
を
説

き
そ
の
う
ち
の
法
身
が
真
実
有

の
仏
身

で
、
応
身
化
身
は

法
身
を
所
依

と
し
て
現
ず
る
仮
名
有

の
仏
身
な
る
こ
と
を
明
言
す
る
こ

と
で
知
ら
れ

る
が
、
分
別
三
身
品
で
は
さ
ら
に
四
種
に
分
け
て
説
明
す

る
。
①
化
に
し
て
応
に
あ
ら
ざ
る
仏
身
②
応
身
に
し
て
化
に
あ
ら
ざ
る

も
の
(
こ
れ
は
地
前
の
菩
薩
所
見
)
③
亦
応
亦
化

(諸
声
聞
所
見
の
仏
身
)
④

応
に
あ
ら
ず
化
に
あ
ら
ざ
る
仏
身
、
こ
れ
諸
仏
の
真
身
な
り
。
こ
の
う

ち
前
の
三

つ
は
化
身
で
、
後
は
、
法
報

の
二
身
な
り
と
す
る
。
こ
こ
で

法
身
と
報
身
を
真
身
と
し
た
の
は
窺
基

の
法
相
宗
と
し
て
の
理
解

で
あ

る
が
、
報
身
と
共
に
法
身
も
真
身
と
し
た
の
は
法
身
の
内
容
が
違
う
の

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
後

の
空
海
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
こ
と
に
な
る
。

次
に

『仏
地
論
』
に
は
先
述
し
た
二
身
説
の
他

に
四
身
説
も
説
か
れ

る
。
①
受
用
に
し
て
変
化
に
あ
ら
ざ
る
も
の

(自
受
用
身
)
②
変
化
に

し
て
受
用
に
あ
ら
ぎ
る
も
の

(変
化
身
で
地
前
の
類
を
化
す
も
の
)
③
受

用
で
も
あ
り
変
化

で
も
あ
る
も
の

(他
受
用
身
で
十
地
の
菩
薩
を
化
す
も

の
)
④
受
用
に
あ
ら
ず
変
化

に
あ
ら
ず
、

い
わ
く
法
身
な
り
。
最
後
に

華
厳
の
十
仏
を
挙
げ
て
そ
れ
ら
を
三
身
に
分
類
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①

無
著
仏

(現
等
覚
仏
)
②
願
仏

(弘
誓
願
仏
)
③
業
報
仏

(業
異
熟
仏
)
④

持
仏

(住
持
仏
)
⑤
浬
藥
仏

(変
化
仏
)
⑥
法
界
仏
⑦
心
仏
⑧
三
昧
仏

(定
仏
)
⑨
性
仏

(本
性
仏
)
⑩
如
意
仏

(階
楽
仏
、
以
上
カ
ッ
コ
内
は

『仏

地
経
論
』
の
称
)
。
こ
の
内
、
前
の
五
は
世
俗
仏
、
後
の
五
は
勝
義
仏
と

し
、
前
五
は
化
身

に
摂
せ
ら
れ
法
界
仏
は
法
身
に
相
当
し
、
本
性
仏
は

法
及
び
受
用
に
通
じ
、
残
り
の
三
は
受
用
に
相
当
す
る
、
と
い
う
。

　
　
　

次
に
窺
基
師
は

『樗
伽
経
』

の

一
節
を
引
用
す
る
。

「大
慧
よ
、
法

仏

の
説
法
は
華
縁
を
離
れ
、
能
観

・
所
観
を
離

れ
、
所
作
の
相
量
(
の

相
)を
離
れ
た
る
が
故
に
。
大
慧
よ
、
報
仏
は

一
切
法

の
自
相
は
同
相

な
り
と
説
く
故
に
。
自
心
の
現
黒
習
の
相
に
因
る
故
に
。
ま
た
説
き
て
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讐

へ
ば
幻
師
が
種
々
の
形
像
を
幻
作
す
る
如
く
、
諸
の
愚
療
の
人
は
取

り
て
実
を
な
す
。
而
れ
ど
も
か
の
諸
像
は
、
実
に
は
得

べ
か
ら
ず
。
こ

れ
分
別
虚
妄
法
体
と
名
ず
く
。
大
慧
よ
、
化
仏
は
施

・
戒

・
忍

・精
進

・

禅
定

・
智
慧

・
蔭

・
界

・
入
等

の
法
を
説
く
」

続
い
て
世
観
師

の

『般
若
論
』
を
引

い
て
、

「応
化
は
真
仏
に
あ
ら

ず
、
ま
た
説
法
者
に
あ
ら
ず
と
い
う
こ
れ
ら
の
諸
説
か
ら
推
功
帰
本
す

れ
ば
た
だ
法
身

の
故
に
。
『金
光
明
経
』
や

『
樗
伽
経
』

で
は
真
法
身

を
説
く
故

に
。
文
便
に
乗
じ
て
略
し
て
仏

の
義
を
明
か
し
て
い
る
の
で

あ
る
」
と

い
い
、
次

の
よ
う
に
結
論
す
る
。

「化
身
を
説
く
に
増
減
不
同
な
り
と
い
え
ど
も
、
い
ま
類
を
も
っ
て

論
ぜ
ぼ
二
種
を
過
ぎ
る
こ
と
な
し
。

一
は
真
、
二
は
化
な
り
。
地
前
の

菩
薩
及
び

二
乗
は
、
見
て
名
け
て
化
身
と
な
す
。
報

・
法
二
身
は
名
づ

け
て
真
身
と
な
す
。
こ
の
理
に
由

る
が
故
に
三
仏

の
菩
提
を
明
か
す
。

中
を
二
に
分

つ
。
初
め

(報
仏
を
指
す
)
は
三
乗
所
見
し
て
そ
の
所
疑

の
身
。
後
は

(法
身
の
こ
と
)
三
乗

の
知
ら
ざ
る
所
の
真
身
な
り
。
」
(此

れ
は

『法
華
経
』
寿
量
品
の
教
主
は
報
身
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
)

以
上
挙
げ

た

『玄
賛
』
の
仏
身
観
を
ま
と
め
る
と
次

の
二
点
に
し
ぼ

ら
れ
る
と
思

う
。

①
法
身

・
報
身

・
化
身
の
三
身
を
考
え
た
場
合
、
地
前

の
菩
薩
及
び
二

乗

の
見
を
名

づ
け
て
化
身
と
な
す
。
報
身
と
法
身
の
二
身
を
名
づ
け
て

真
身
と
な
す
。
法
身
と
報
身
は
共
に
真
身
だ
が
、
世
親
は
法
仏
の
菩
提

は
い
わ
く
如
来
蔵
性
掃
浬
繋
と
し
て
い
る
。如
来
蔵
性
と
い
え
ば
仏
性
・

真
如
で
あ
り
い
わ
ゆ
る
理
仏
で
あ
る
。
し
か
し
窺

基
は
、
学
問
的
良
心

か
ら
樗
伽

・
金
光
明
な
ど
の
経
典
の
法
身
を
認

め
ざ
る
を
得
な

い
た
め

に
、
色
身
あ
り
説
法
あ
る
法
身
の
実
在
を
承
認
し
て
い
る
。
こ
の
点
は

世
親
の
三
身
説

(説
く
に
法
身
の
見
方
を
)
を

一
歩
す
す
め
て
い
る
。
具

体
的
に
ど
の
如
来
が
法
身
に
該
当
す
る
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
法
身

の

ほ
と
け
が
実
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
窺
基
の
主
張
は
、
後

の
弘
法
大
師

空
海
に
と

っ
て
は
大
き
な
参
考
に
な
る
。

②

『法
華
経
』

の
教
種

は
推
功
帰
本
す
れ
ば
三
身

に
通
ず

る
と

い
え
る

け
れ
ど
も
、
各
品
に

つ
い
て
見
れ
ば
す
べ
て
報
身

に
該
当
す
る
と

い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
が

『
玄
賛
』
の
」
解
釈

で
あ
る
。

ち
な
み
に
空
海
の
主
張
し
た
顕
密
の
教
判
で
は
、
密
教

は
法
身

の
説

で
あ
り
、
顕
教
は
応
身

・
化
身
の
説
で
あ
る
。

さ
ら
に
空
海
は
こ
の
法

身

の
説
明
と
し
て
他

の
い
く
つ
か
の
仏
身
観
も
併
用
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
唯
識
教
学
で
発
達
し
て
き
た
自
性

・
自
受
用

・
他
受
用

・
変
化
と

い
う
仏
身
観

で
い
え
ば
、
自
性
身
と
自
受
用
身

と
を
合
わ
せ
た
仏
身
が

密
教

の
法
身

に
相
当
し
、
他
受
用
、
変
化
は
顕
教

の
教
主
で
あ
る
。
あ

る
い
は
法
身

に
理
と
智

の
彷
き
を
認
め
る
仏
身
観
か
ら
い
え
ば
、
真
言

密
教

の
教
主

は
、
理
智
法
身
の
境
界
で
あ
る
。

こ
れ
を
両
界
曼
茶
羅

で

い
え
ぼ
、
真
言
密
教

の
教
主
は
中
央
に
位
置
す

る
中
尊
な
の
で
あ
り
、

顕
教

の
教
主

は
中
尊
を
か
こ
ん
で
い
る
周
辺
の
諸
尊
で
あ
る
。
さ
ら
に

こ
れ
を
五
智

で
説
け
ば
真
言
教
主
は
法
界
体
性
智
に
相
当
し
、
顕
教

の

教
主
は
四
智

(大
円
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
観
察
智
、
成
所
作
智
)
に
相
当
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す
る
。
そ
し
て
こ
の
法
身
大
日
は
無
始
無
終
で
あ
り
三
世
常
住
で
あ
る
。

こ
の
仏
身
観
は
、
他
の
大
乗
諸
宗
に
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い
、
空
海
独

自
の
教
判

で
あ
る
。
そ
し
て
空
海
は
、
法
相

・
三
論

・
天
台

・
華
厳
の

四
家
大
乗
を
、
そ
れ
ぞ
れ
弥
勒

・
文
殊

・
観
音

・
普
賢
の
四
菩
薩
の
内

証
で
あ
り
、
こ
れ
ら
顕
教

の
教
主
は
、
法
身
で
は
な
く
て
報
身
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
法
身
は
真
言
教
主
大
日
如
来
だ
け
な
の
で
あ
る
。

以
上

の
空
海

の
教
学
に
、
窺
基
の

『法
華
玄
賛
』
の
所
説
は
、
合
致

し
て
い
る
点
が
あ
る
。
で
は
次
に
同
じ
窺
基
の

『大
乗
法
苑
義
林
章
』

の
所
説
を
対
比
し
て

『法
華
玄
賛
』
で
の
所
説
の
理
解
を

一
層
徹
底
さ

せ
て
み
よ
う
。

日

『
義
林
章
』

と

の
対
比

『義
林
章
』
と
空
海
教
学
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
す
で
に

「印
仏
研

究
」
四
十

三
-

一
号
に
論
じ
て
あ
る
が
、
『玄
賛
』
と
の
対
比
で
新
し

い
見
方
が
展
開
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
号
で
も
、
あ
え
て
触
れ
る

こ
と
に
す
る
。
重
複
は
避
け
る
よ
う
に
努
力
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。

　　
　

『大
乗
法
苑
義
林
章
』
の
巻
七
に

「三
身
義
林
」
及
び

「仏
土
章
」
が

あ
り
、
仏
身

・
仏
土
に

つ
い
て
の
諸
説
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
特

に

「三
身
義
林
」
に
は
合
計
六

つ
の
三
身
説
が
紹
介
さ
れ
て
、
窺
基
は
、
そ

の
内
の
第

四

・
五

・
六

の
三
説
を
理
に
お
い
て
謬
無
し
、
と
判
断
し
て

い
る
。
第

四
説
と
第
六
説
は
、
大
同
小
異
で
あ
る
と
窺
基
自
身
が
述
べ

て
い
る
が
、
唯
識
教
学
に
お
け
る
通
説
で
あ
っ
て
、
清
浄
法
界
を
自
性

身
と
な
し
、
常
遍
の
色
身

・
真
実

の
功
徳
を
自

受
用
身
と
な
し
、
世
親

の

『般
若
論
』
の
説
を
引

い
て
、
こ
の
自
受
用
身
は
ま
た
報
身
と
名
け

る
仏
身
説

で
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
窺
基
が
理

に
お
い
て
謬
無

し

(間

違
っ
て
は
い
な
い
)
と
い
っ
た
も
う

一
つ
の
説

(第
五
説
)
で
あ
る
。

第
五
説
と
い
う
の
は

『金
光
明
経
』
の
三
身

説
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
「た
だ
如
如
智
を
有
す
る
を
こ
れ
法
身
と
名

く
。
前
二
種
の
身

(応

身
と
化
身
)
は
こ
れ
仮
名
有
な
り
。
こ
の
第
三
身

(法
身
)
を
名
け
て
真

有
と
な
す
。
前

二
身

の
た
め
に
本
を
作
す
故

に
。
ー
中
略
1

か
の
経

(『金
光
明
経
』
を
指
す
)
の
意
を
説
か
ぼ
、
清
浄
法
界
及
び
四
智
品
、
常

遍
の
色
身
、
真
実
有
為
無
為

の
功
徳
を
名
け
て
法
身
と
な
す
。
有
為
無

為
の
功
徳

の
本
な
る
が
故
に
。
-
中
略
ー
地
前
、
三
乗
及
び
十
地
の
菩

薩
の
た
め
に
現
ず
る
所
の
身
を
名
け
て
応
身
と

な
す
。
三
乗
を
化
す
た

め
に
現
ず
る
所
の
仏
身
、
及
び
十
地
を
化
す
他
愛
用
身
を
並
に
応
身
と

名
く
。
他

の
機
宜
に
応
じ
て
仏
身
を
現
ず
る
故

に
。
1
中
略
ー
自
受
用

身
は
自
ら
法
楽
を
受
け
、機
宜
に
応
じ
て
顕
現
す
る
に
あ
ら
ざ
る
故
に
。

こ
と

ー
中
略
1
自

他
殊
な
る
と
い
え
ど
も
受
楽
す
る

に
別
な
し
。
合
し
て
受

用
と
名
く
。

自
受
用
身

は
こ
れ
有
為
に
し
て
功
徳
法
の
本

な
り
と
い
え
ど
も
、
仏

共
有
に
あ
ら
ず
。
こ
れ

(自
性
身
と
自
受
用
身
)
各
々
別
体
な
り
。

(字

受
用
身
は
)
法
の
真
性
に
あ
ら
ず
。
自
性
身
に
あ
ら
ず
。

こ
れ
無
為
界

の
功
徳

の
本
に
あ
ら
ず
。
法
身
と
名
け
ず
」
と

い
う
。
そ
し
て
窺
基
は
、

び
ゅ
う

こ
の

『金
光
明
経
』
の
三
身
説
を
唯
識
の
仏
身
論
か
ら
み
る
と
、
「謬
な
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し
」

(
理
に
お

い
て
誤
り

で
は
な

い
)

け

れ

ど

も

「
爽

な

し

」

(
ど
う
も
は

っ

き

り
し
な

い
、
疑
問

が
残

る
)

と

評

し

て

い

る
。

で
は
窺

基

は

な

ぜ

「爽

な

し
」

と

い

っ
た

の

で
あ

ろ

う

か

。

こ

の
第

五

説

の
前

半

は

『
金

光

明

経

』
第

一
巻

の
説

で
、
仏

身

に
法

・

し
ん
じ
つ
う

応

・
化

の
三
身
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
法
身

の
み
が
真
実
有
の
仏
身
で

け
み

ょ
う
う

あ
り
、
応
身
と
化
身
は
法
身
の
顕
現
と
し
て
の
仮
名
有

の
仏
身
だ
と
い

う
。
こ
の
法
身
は
、
如
如

(真
理
)
と
如
如
智

(真
理
を
体
現
し
た
智
体
)

を
有
す
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
の
法
身
は
、
唯
識
で
い

う
真
実
身

た
る
清
浄
法
界
及
び
四
智
品
、
常
遍
の
色
身
、
真
実
有
為
無

為
の
功
徳

な
ど
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
仏
身
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三

乗
を
化
す
た
め
に
現
ず
る
所

の
仏
身
及
び
十
地
の
菩
薩
を
化
す
た
め
の

仏
身
は
他
受
用
身
で
あ
り
応
身
に
相
当
す
る
。
そ
う
な
る
と
、

一
般
大

乗
教

で
い
う
こ
と
ろ
の
諸
如
来
は
み
な
応
身

で
あ
り
他
受
用
身
で
あ
る

か
ら
、
法
身
が
実
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
法
身
に
該
当
す
る
如
来
が

見
当
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
理
論
上
は
実
在
し
て
も
よ
い
け
れ
ど
、
実

際
に
該
当
す
る
如
来
が
い
な
い
と

い
う
の
は
、
ま
さ
に
唯
識
教
学
の
立

場
に
い
る
窺
基
と
し
て
は
、
ど
う
も
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
率
直
な
客
観
的
な
窺
基

の
論
説
と
疑
問
こ
そ
、
の
ち
の
空
海
に
と
っ

て
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
あ
る
。
空
海
は
、
真
言
教
主
大
日
如

来
を
法
身
と
し
て
、
こ
の
第
五
説
の
座
に
す
え
た
の
で
あ
る
。
空
海
の

め
ざ
す
色
身
あ
り
説
法
あ
る
真
実
身
と
し
て
の
法
身
は
、
唐
代
を
代
表

す
る
窺
基
が
す
で
に
認
め
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

次
に
第
五
説
の
後
半
は
、
自
受
用
身
に
つ
い
て
の
窺
基
の
疑
問
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
い
う
法
身
を
認
め
た
と
す
れ
ば
、
応
身
が
他
受

用
身
と
か
報
身
に
相
当
す
る
か
ら
、
自
受
用
身

が
浮
き
あ
が
っ
て
し
ま

う
。
自
性
身
で
も
な
い
、
法
身
で
も
な

い
自
受
用
身
は
、

一
体
ど
う
考

え
れ
ば
よ
い
の
か
。
宙
ぶ
ら
り
ん
の
仏
身

で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
が
ど

う
も
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
第
二
の
点
で
あ

る
。

空
海
は
こ
の
自
受
用
身
を
、
自
性
身
と
合
わ
せ
て
自
性

・
自
受
用
身

と
名
け
、

こ
れ
を
法
身
に
相
当
す
る
仏
身
だ
と
規
定
し
た
。
空
海
の

『辮
顕
密
二
教
論
』
で
、
「自
性

(自
)
受
用
仏

は
、
自
受
法
楽
の
故
に

自
春
属
と
、
各
々
三
密
門
を
説
き
た
も
う
。
こ
れ
を
密
教
と
い
う
」
と

あ
る
通
り
で
あ
る
。
自
性

・
自
受
用
仏
と

い
う
仏
身
は
空
海
の
造
語
で

あ
り
創
見
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
無
理
に
勝
手
に
自
性
身
と
自
受
用

身
を
く

っ
つ
け
た
と

い
う
の
で
は
な
い
。
窺
基
が
、
自
受
用
身
は
法
身

に
属
す
る
の
か
、
応
身
に
属
す
る
の
か
、
ち
ゅ
う
ち
よ
し
、
き
め
か
ね

て
い
る
こ
と
を
看
て
と

っ
て
、
法
身
の
範
囲
に
組
み
入
れ
た
だ
け
な
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
空
海
の
工
夫
で
、
真
言
密
教
の
仏
身
観
は
、
き
わ

め
て
明
快
に
な
っ
た
。
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こ
こ
で
再
度
窺
基

の
疑
問
に
立
ち
か
え
っ
て
考
え
る
と
、
真
実
有
の

法
身

の
座

は
認
め
る
と
し
て
、該
当
す
る
如
来
が
い
な
い
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
か
ら
、
逆

に
、
窺
基
と
し
て
は
、
『華
厳
経
』
の
教
主
も
、

『法
華
経
』
の
教
主
も
す
べ
て
報
身

で
あ
り
他
受
用
身
に
す
ぎ
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『玄
賛
』

で

「推
功
帰
本

す
れ
ば
法
報
応
の
三
身
に
通
ず

る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
理
仏
と
し

て
の
真
理
そ
の
も
の
と
し
て
の
そ
の
法
身
で
あ
り
、
世
親

の
い
う
如
来

蔵
性
の
こ
と
で
あ
り
、仏
性
と
か
真
如
を
指
し
て
い
る
筈
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
玄
賛
』
で
見
た
よ
う
に
、
法

・
報

・
化

の
三
身

の
う
ち
法

身
と
報
身

が
真
仏
で
、
化
身
は
化
仏
で
あ
る
、
と
規
定
し
た
の
は
、
窺

基
が
す
で
に

『金
光
明
経
』
や

『榜
伽
経
』

の
法
身
に

つ
い
て
知

っ
て

い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
真
実
身
と
し
て
の
法
身

も
棄

て
ら
れ
な

い
こ
と
を
認
め
て
い
た
結
果
な
の
で
は
な
い
か
。
『義

林
章
』
に
示
し
た
窺
基

の
疑
問
は
そ
の
ま
ま

『玄
賛
』
に
も
同
称
に
示

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
　

『義
林
章
』
に
つ
い
て
さ
ら
に
加
え
れ
ぼ
、
同
じ

「三
身
義
林
」

の

第
四
因
起
果
相
の
部
分
に
、
諸
経
論
を
広
く
引
用
し
な
が
ら
、
阿
弥
陀

如
来
、
観
世
音
菩
薩
の
最
後
身

で
あ
る

『法
華
経
』
の
教
主
、
釈
迦
如

来
、
『大
智
度
論
』
に
い
う
弥
勒
三
生

の
最
後
身
な
ど
の
諸
仏
が
み
な

報
身
で
あ
り
他
受
用
身

で
あ
っ
て
法
身
と
呼
ぶ
こ
と
は
正
し
く
な
い
、

と
い
う
意
味

の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
『玄
賛
』

の
教
主

の
理
解
の
参
考
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

四

不
空
訳
の

『
分
別
聖
位
経
』

　　
　

『略
述
金
剛
頂
喩
伽
分
別
聖
位
修
謹
法
門
』
(不
空
訳
)
は
略
し
て

『分

別
聖
位
経
』
と
称
さ
れ
、
そ
の
題
名
の
通
り
、
聖
位
す
な
わ
ち
仏
身
の

位
を
分
別
し
て
説
く
の
が
内
容

で
あ
り
、
空
海
以
前

の
密
教
に
お
け
る

仏
身
観
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
経

に
序
文

が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は

不
空
三
蔵
の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
序
文
に
は
密
教
の

三
身
が
分
説
し
て
あ
る
。

ま
ず
第

一
身
は
、
如
来
の
変
化
身
で
あ
る
。
こ
の
身
は
、
「閻
浮
提
、

摩
蜴
陀
国
菩
提
場
中
に
於
て
、
等
正
覚
を
成
じ
、
地
前
の
菩
薩
、
声
聞
、

縁
覚
、
凡
夫
の
た
め
に
三
乗

の
教
法
を
説
く
。
或
い
は
他
意
趣
に
依
り

て
説
き
、
或
い
は
自
意
趣
を
説
く
。
種
種
の
根
誉
方
便
あ
り
、
如
法
に

修
行
す
。
人
天
の
果
報
を
得
、
或
い
は
三
乗
解

脱
の
果
を
得
る
。
或

い

は
進
み
或

い
は
退
き
、
無
上
菩
提

に
於
て
三
無
数
大
劫
、
修
行
勤
苦
し
、

ま
さ方
に
成
仏
を
得
る
。
王
宮

に
生
じ
双
林
に
滅
す
。
遺
身
舎
利
は
塔
供
養

を
起
す
。
」
と
い
う
仏
身
で
あ
る
。

第
二
身
は
報
身
毘
盧
遮
那
で
あ
る
。
こ
の
仏
身
は

「色
界
頂
第
四
禅
、

阿
迦
尼
咤
天
宮
に
於
て
雲
集
す
る
尽
虚
空
遍
法
界
の

一
切
の
諸
仏
で
あ

り
、
十
地
満
足
せ
る
諸
大
菩
薩
が
讃
明
し
、
身
心
を
驚
覚
し
、
無
上
菩

提
を
頓
謹
す
る
」
仏
身
で
あ
る
。

第
三
身
は
自
受
用
仏
で
あ
る
。
「自
受
用
仏

は
心
よ
り
無
量

の
菩
薩

を
流
出
し
て
皆
同

一
性
な
り
。

い
わ
く
金
剛
の
性
な
り
。
遍
照
如
来
に
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し

き

い

対
し
て
潅

頂
の
職
位
を
受
く
。
彼
等
菩
薩
は
各
々
三
密
門
を
説
く
。
毘

盧
遮
那
及
び

一
切
如
来
を
献
ず
る
を
以
て
す
な
わ
ち
加
持
教
勅
を
請
う
。

の
た
ま
わ

毘
盧
遮
那
仏

の
言
く
、
汝
等
将
来
、
無
量
世
界
に
於
て
最
上
乗
者
と
な

り
、
現
生

の
世

・
出
世
間
を
し
て
悉
地
成
就
を
得
し
め
ん
と
。
i
以
下

略
1
」
続

い
て

『聖
位
経
』
の
本
文
に
入
り
、
そ
の
冒
頭
で
、
「そ

の
時
、
金

い
ま
し

は
じ

剛
界
毘
盧
遮
那
仏
は
、
色
界
頂
阿
迦
尼
咤
天
宮
に
在
て
、
初
め
受
用
身

等
正
覚
を
成
ず
。

一
切
如
来

の
平
等
智
を
謹
得
す
。
-
中
略
-
然
れ
ど

も
受
用
身

に
二
種
あ
り
。

一
に
自
受
用
、
二
に
他
受
用
な
り
。
毘
盧
遮

那
仏
内
心

に
於
て
自
受
用

の
四
智
を
讃
得
す
。
大
円
鏡
智
、
平
等
性
智
、

妙
観
察
智

、
成
所
作
智
な
り
。
外
に
十
地
満
足
の
菩
薩
を
し
て
他
受
用

せ
し
め
ん
が
故
に
。
四
智
中
よ
り
四
仏
を
流
出
す
。
各
々
本
方
に
住
し

本
座
に
坐
す
。
毘
盧
遮
那
仏
は
内
心
に
於
て
、
五
峯
の
金
剛
菩
提
心
三

摩
地
智
を
謹
得
す
。
自
受
用

の
故
に
。
」

そ
の
表

現
は
き
わ
め
て
密
教
的
で
あ
る
が
、
仏
身
観
を
考
え
る
上

で

分
別
し
て
、
三
身
説
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ

の
三
身
と
は
、
「如

来
の
変
化
身
」
と
、
「報
身
毘
盧
遮
那
」
と
、

「自
受
用
仏
」

で
あ
る
。

そ
し
て
第

三
身
は
、
法
身
と
い
わ
ず
に
あ
え
て

「自
受
用
仏
」
と
し
た

こ
と
が
大

き
な
特
色
で
、
こ
れ
は
不
空
訳
経
典
と
し
て
の

『分
別
聖
位

経
』

の
特
徴

で
あ
る
。
弘
法
大
師
以
前
の
経
論

の
中
で
、

こ
れ
だ
け

は
っ
き
り

し
た
三
身
説
が
み
ら
れ
る
の
は
、
『聖
位
経
』
だ
け
で
あ
る
。

不
空
訳
経
典
、
た
と
え
ば

『理
趣
釈
経
』
や

『
三
十
七
尊
心
要
』
、
『金

剛
頂
経
喩
伽
十
八
会
指
帰
』
そ
し
て
い
ま
の

『分
別
聖
位
経
』
な
ど
は
、

不
空
三
蔵

の
思
索

が
十
分
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で

あ
っ
て
、
単
な
る
翻
訳
で
は
な
く
て
、
注
釈
書
と
呼
ば
れ
る
の
が
ふ
さ

わ
し
い
経
典
な
の
で
あ
る
。
不
空
三
蔵
を
お
い
て
、
こ
う
し
た
密
教
教

理
に
ふ
み
込
め
る
人
物
は
、
他
に
考
え
ら
れ
な

い
。

さ
て
、
『聖
位
経
』
で
は
要
す
る
に

『金
剛

頂
経
』
を
説

い
て
い
る

仏
身
、
つ
ま
り
密
教

の
教
主
は
、
自
受
用
仏
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

大
日
如
来
が
自
受
用
身
に
住
し
て
経
を
説
い
て
い
る
と

い
う
。
『聖
位

経
』
で
こ
れ
以
降
、
お
わ
り
ま
で
三
十

一
項
目

に
わ
た
っ
て

「自
受
用

の
故
に
」
の
広
が
り
を
説
く
の
で
あ
り
、
自
受
用
身
た
る
仏
身
が
他

の

仏
身
と
は
大
き
く
異
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
真
言
教
主
を
自
受
用

仏
と
位
置
づ
け
た
の
は
、
な
に
を
根
拠
に
し

た
の
か
。

こ
の
参
考
に

な
っ
て
い
る
の
も
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
窺
基
の
仏
身
論
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

『
玄
賛
』
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
窺
基

は
、
法
相
宗

の
基
本
に

立
っ
て
法
身
は
如
来
蔵
性

で
あ
り
仏
性
と
か
真
如
と
い
わ
れ
る
性
質

の

も
の
つ
ま
り
理
仏

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
『
金
光
明
経
』
や

『樗
伽

経
』
を
十
分
に
引
用
し
て
、
真
如
と
か
如
来
蔵
性
の
範
囲
で
は
計
れ
な

い
、
真
実
有
の
法
身
が
実
在
し
て
い
る
こ
と
も

一
方
で
認
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『玄
賛
』

の
仏
身
観
が
必
ず
し
も
明
快
で
な

い

わ
け
も
こ
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
と
思
う
。
世
親
の
法
身
観
を
受
け

つ
つ
、

同
じ
場
所
に
、
『金
光
明
経
』
や

『樗
伽
経
』
を
引
用
し
、
そ
う
し
た
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法
身
の
実
在
性
を
主
張
す
る
立
場
を
も
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法

報
応
の
三
身
の
う
ち
、
法
報

の
二
身
が
真
身

で
、
応
化
の
身
は
化
身

で

あ
る
と
し

て
、
法
身
に
理
と
智

の
両
面
あ
る
こ
と
を
含
ん
で
、
真
身
と

し
て
い
る
。
し
か
し
も
し
法
身
不
説
と
す
れ
ば
、
真
実
有
の
仏
身
と
し

て
自
受
用
仏
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
『玄
賛
』
で
は
、
『法
華
経
』
の

注
釈
と
い
う
性
格
の
た
め
か
、
は
っ
き
り
述
べ
て
い
な
い
が

『義
林
章
』

で
は
、
自
受
用
仏
を
特
に
意
識
し
て
採
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
、

も
し
実
身

と
し
て
の
法
身
を
認
め
る
と
す
れ
ぼ
、
自
性

・
自
受
用

・
他

受
用

・
変

化
の
う
ち
、
報
身
や
応
身

は
他
受
用
身
に
該
当
す
る
け
れ
ど

も
、
自
受
用
身
が
ど
こ
に
該
当
す
る
の
か
。
自
受
用
身
は
法
身
と
も
違

う
し
、
報
身
や
応
身
に
も
属
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、
自
受
用
身
は
宙

ぶ
ら
り
ん

の
仏
身
に
な
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か

(く
ど
い
よ
う
だ
が
、

色
身
あ
り
説
法
あ
る
法
身
を
認
め
た
場
合
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
)
と

い
う

の
で
あ
る
。

こ
の

『義
林
章
』

の
記
述
を
、
不
空
も
空
海
も
注
意
深
く
読
ん
で
い
る

筈

で
あ
る
。

不
空
は
、
自
受
用
仏
を
真
言
教
主

に
配
当
し
て
、
他
の

一
般

の
大
乗

諸
如
来
と
大
日
如
来
と
の
違

い
に
し
た
の
で
あ
り
、
『分
別
聖
位
経
』
の

自
受
用
仏

に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
入
唐
中
に
恵
果
を
通
じ
て
不

空

の
教
学

に
出
会

っ
た
空
海
は
、
不
空
訳
の
立
場
に
さ
ら
に
工
夫
を
加

え
て
、
自
性
身
と
自
受
用
身

の
二
身
を
合
わ
せ
て

一
身
と
し
、
自
性

・

自
受
用
仏

な
る
仏
身
を
組
み
立
て
て
、
こ
れ
を
法
身
に
該
当
す
る
と
定

め
た

。
そ

し

て
真

言

教

主

大

日

如
来

の
仏

身

は
法

身

説

法

に
確

定

し

た
。

不

空

と

空

海

の
二

人

の
密

教

学

者

が

、
真

言

密

教

の
仏

身

を
模

索

し

て

い

る
際

に
、
同

じ
窺

基

の
著

作

に
注

目

し

て

い
事

実

は

興

味

深

い
。
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